
（３）災害対策状況

（応急給水用機器内訳） 令和３年３月31日現在

西 部 加 圧
ポ ン プ 場

南部 浄水場 第 一 浄 水 場 泉 町 倉 庫 合 計

２台 ４台

３．８㎥ １台（※） １台

３．４㎥ １台（※） １台

２．０㎥ ２台 ２台

７，２００枚 ７，７００枚

４，５００個 ４６，８００個 ４，８００個 ６０，９００個

６５組 ６５組

８個 ５５個 ７１個

１冊 １冊 １冊 ４冊

※ 緊急自動車として指定を受けている。

（耐震性貯水槽設置状況） 令和３年３月31日現在

平成１０年２月 小手指小学校 １基 　　　１００㎥

（県設置） 所沢商業高等学校 １基 　　　　４０㎥

平成２６年１０月

平成２７年９月

（県設置） 所沢航空記念公園 １基 　　　３００㎥

１基 　　　１００㎥

１基 　　　１００㎥

１基 　　　１００㎥

東所沢小学校

伸栄小学校

南小学校

平成８年１０月

３００個

水道事業配管図

８個

４，５００個

設 置 数 容 量

１基 　　　１００㎥

１冊

設 置 年 月

平成４年１０月

設 置 場 所

所沢市民文化センター

　　　　　　 保管場所
　種　類

上下水道局
庁 舎

東部浄水場

非常用飲料タンク
（ポリタンク）
（１．０㎥）

５００枚

非常用臨時給水栓
（６栓用）

給 水 車
（加圧式）

緊急自動車

非常用ポリ袋
（６Ｌ用）

非常用ポリ容器
（１０Ｌ用）

２台
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令和２年度事業概要説明

① 総 括 事 項

本市下水道事業は、公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全、及び市街地の浸水防

除のため、施設の整備と災害に強いライフラインの構築を進めるとともに、適切な維

持管理や普及促進事業を実施しています。

また、所沢市下水道事業経営計画に基づく戦略的な事業展開を図るなど、重要なイ

ンフラを預かる公営企業として、より効率的な事業運営と健全経営に努めています。

② 業務状況

普及状況については、令和２年度末の行政区域内人口 人に対し、処理区域内

人口は 人となり、前年度に比べ 人増加し、普及率は ％となっています。

水洗化人口は 人で前年度に比べ 人増加し、水洗化率は ％となってい

ます。

また、年間有収水量は ㎥で、前年度に比べ ㎥の増加となりました。

③ 施設整備状況

下水管の整備状況については、第４期市街化調整区域整備事業の初年度として北岩

岡地内下水管布設工事ほかを施工するなど、汚水管 メートルを布設しました。

また、雨水を地下に浸透させることにより、雨水流出抑制を図り、浸水被害の軽減

につながる道路雨水桝 か所の浸透化を実施しました。

さらに、緊急輸送道路下のマンホール９か所の耐震化など、下水道地震対策工事を

施工しました。

④ 財政状況

〔収益的収支〕

令和２年度の収益的収支については、下水道事業収益が 円（税込

金額 円）となり、前年度に比べ ％の減少となりました。

このうち下水道使用料は 円（税込金額 円）で前年度

に比べ ％の増加となりました。また、営業収益の他会計負担金は 円

（不課税）、営業外収益の他会計補助金は 円（不課税）となりました。

一方、支出については、下水道事業費が 円（税込金額

円）となり、前年度に比べ ％の増加となりました。
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以上の結果、当年度純利益 円を計上しました。

〔資本的収支〕

令和２年度の資本的収支については、資本的収入が 円（税込金額

円）となりました。

一方、資本的支出は 円（税込金額 円）となりました。

このうち建設改良費は 円（税込金額 円）で前年度に比

べ ％の増加、企業債償還金（元金）は 円で前年度に比べ ％の減

少となりました。

この結果、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 円（税込金額）

は、過年度分損益勘定留保資金 円、当年度分損益勘定留保資金

円、減債積立金 円、建設改良積立金 円及び当年度分

消費税資本的収支調整額 円で補てんしました。



（１）整備状況（普及状況）

項　　目 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

(人)

(人)

(％)

行 政 区 域 面 積（ha）

全 体 計 画 面 積（ha）

認 可 区 域 面 積（ha）

整 備 区 域 面 積（ha）

処 理 区 域 面 積（ha）

行 政 区 域 面 積（ha）

全 体 計 画 面 積（ha）

認 可 区 域 面 積（ha）

整 備 区 域 面 積（ha）

(人)

(％)

(㎥)

(㎥)

(㎥)

(％)

(ｍ)

汚 水 管 延 長 (ｍ)

雨 水 管 延 長 (ｍ)

合 流 管 延 長 (ｍ)

下 水 道 管 総 延 長

行 政 区 域 内 人 口

水 洗 化 人 口

年 間 処 理 水 量

汚 水 処 理 水 量

年 間 有 収 水 量

有 収 率

水 洗 化 率

普 及 率

汚
　
　
水

雨
　
　
水

処 理 区 域 内 人 口
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（２）下水道事業職員の配置表

　　所 属

 職 名

上
下
水
道
局

総
　
務
　
課

経
　
営
　
課

窓
口
サ
ー

ビ
ス
課

水
道
建
設
課

給
水
管
理
課

下
水
道
整
備
課

下
水
道
維
持
課

下
水
道
管
理
事
務
所

合
　
　
　
計

管理者

局　長

次　長

参　事

課　長

主　幹

副主幹

係　長

主　査

主　事

技　師

※（　）内は、再任用職員数で内書き。
※ 水道事業と下水道事業の両事業に携わっている職員については、1人の職員に
　 要する人件費等を水道会計と下水道会計に振り分けることが会計上困難なため、
   便宜上いずれかの事業へ振り分けている。
※ 水道事業職員の配置表については、12ページを参照。

令和３年３月31日現在（単位：人）

合　計

機　械
操作員

自動車
運転手

主　任

水　道
技術員
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（２）下水道事業職員の配置表

　　所 属

 職 名

上
下
水
道
局

総
　
務
　
課

経
　
営
　
課

窓
口
サ
ー

ビ
ス
課

水
道
建
設
課

給
水
管
理
課

下
水
道
整
備
課

下
水
道
維
持
課

下
水
道
管
理
事
務
所

合
　
　
　
計

管理者

局　長

次　長

参　事

課　長

主　幹

副主幹

係　長

主　査

主　事

技　師

※（　）内は、再任用職員数で内書き。
※ 水道事業と下水道事業の両事業に携わっている職員については、1人の職員に
　 要する人件費等を水道会計と下水道会計に振り分けることが会計上困難なため、
   便宜上いずれかの事業へ振り分けている。
※ 水道事業職員の配置表については、12ページを参照。

令和３年３月31日現在（単位：人）

合　計

機　械
操作員

自動車
運転手

主　任

水　道
技術員
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（３）月別有収水量
（単位：m ）

　月
用 途 一　般　用 公衆浴場用・臨時用 計 月別割合

（４）月別下水道使用料調定額
※税込　（単位：円）

　月
用 途 一　般　用 公衆浴場用・臨時用 計 月別割合

６月

５月

４月

28年度

29年度

30年度

割　合

２年度計

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

７月

３月

２月

１月

11月

10月

９月

８月

12月

２年度計

割　合

28年度

29年度

30年度

元年度

12月

１月

２月

３月

元年度
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（５）年度別下水道使用料内訳

年 度
28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

件 数 (件)

水 量 (㎥)

調 定 額 (円)

件 数 (件)

水 量 (㎥)

調 定 額 (円)

件 数 (件)

水 量 (㎥)

調 定 額 (円)

（６）水洗便所改造資金貸付金

年 度
28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

(件)

(円)

(円)

貸 付 総 額

１件あたり貸付額

水
道
水
分

井
水
分

合
　
計

貸 付 件 数

 項 目

 項 目
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（７）下水道事業受益者負担金

　項　目
年 度

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

件数(件)

金額(円)

件数(件)

金額(円)

件数(件)

金額(円)

（８）公共下水道事業分担金

　項　目
年 度

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度

件数(件)

金額(円)

件数(件)

金額(円)

件数(件)

金額(円)
収入未済

決　　定

収　　入

収入未済

決　　定

収　　入
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（９）汚水・雨水・合流管延長

汚水・雨水・合流管布設状況 （単位：ｍ）

分類 汚水管 雨水管 合流管 合計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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（９）汚水・雨水・合流管延長

汚水・雨水・合流管布設状況 （単位：ｍ）

分類 汚水管 雨水管 合流管 合計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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形状別管延長（汚水管・雨水管・合流管 合計） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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形状別管延長（汚水管） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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形状別管延長（汚水管） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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形状別管延長（雨水管） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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形状別管延長（合流管） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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素材別管延長（汚水管・雨水管・合流管 合計） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。
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形状別管延長（合流管） （単位：ｍ）

種類 円形管 長方形渠 開渠 圧送管 卵形管 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計
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素材別管延長（汚水管・雨水管・合流管 合計） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。
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素材別管延長（汚水管） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。
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素材別管延長（雨水管） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。

- 91 -



素材別管延長（雨水管） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。
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素材別管延長（合流管） （単位：ｍ）

種類 コンクリート管 塩化ビニール管 陶　管 鋳鉄管 鋼　管
強化プラス

チック複合管
更生管 その他 計

50㎜

75㎜

80㎜

100㎜

125㎜

150㎜

200㎜

250㎜

300㎜

350㎜

400㎜

450㎜

500㎜

600㎜

700㎜

800㎜

900㎜

1000㎜

1100㎜

1200㎜

1300㎜

1350㎜

1400㎜

1500㎜

1650㎜

1800㎜

2000㎜

2100㎜

2200㎜

2300㎜

2400㎜

2500㎜

2600㎜

2800㎜

3000㎜

3200㎜

3500㎜

3600㎜

4000㎜

計

※ コンクリート管にはコンクリート製開渠等を含む。
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財
　
務





（1）収益構成表

（0.06%）

（77.46%）

収　益

（0.11%） （0.06%）

（1.89%）
（56.15%）

（2.66%）

収　益

（22.48%）

（17.82%）

（21.10%）

5,810,814,396円

5,810,814,396円

（0.20%）

（0.01%）

（0.00%）

下水道使用料

円

他会計負担金

円

受託事業収益

円

その他営業収益

円

受取利息及び配当金

円

他会計負担金

円

他会計補助金

円
長期前受金戻入

円

雑収益

円

固定資産売却益

円

営業収益

円

営業外収益

円

特別利益

円

目 別

項 別
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（２）費用構成表

（93.22%）

費　用

（0.03%）

（11.72%）

（0.00%）

費　用

（0.01%）

（3.42%）

（3.86%）

（19.38%）

（54.60%）

（6.69%）

5,628,835,165円

5,628,835,165円

（0.09%）

（0.06%）
（1.27%）

（5.42%）

（0.23%）

管渠費

円

受託工事費

円

流域下水道維持管

理負担金

円

普及促進費

円

業務費

円

総係費

円減価償却費

円

資産減耗費

円

支払利息及び企業

債取扱諸費

円

雑支出

円

過年度損益修正損

円
その他特別損失

円

目 別

項 別

営業費用

円

営業外費用
円

特別損失

円
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（３）比較損益計算書

金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％）

下　水　道　事　業　収　益

営　業　収　益

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

受 託 事 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営　業　外　収　益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特　別　利　益

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

下　水　道　事　業　費

営　業　費　用

管 渠 費

受 託 工 事 費 ― ― ― ―

流域下水道維持管理負担金

普 及 促 進 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営　業　外　費　用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

特　別　損　失

過 年 度 損 益 修 正 損

固 定 資 産 売 却 損

固 定 資 産 譲 渡 損

そ の 他 特 別 損 失

△315,051,794 △158,706,179

△96,512,858

―

△96,512,858 △254,419,037

△96,512,858 △254,419,037

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
当 年 度 未 処 理 欠 損 金

翌 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
翌 年 度 未 処 理 欠 損 金

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　科　　目

当 年 度 純 利 益 （ △ 純 損 失 ）

利 益 剰 余 金 処 分 額

減 債 積 立 金

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

29　年　度28　年　度

その他未処分利益剰余金変動額

建 設 改 良 積 立 金
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（３）比較損益計算書

金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％）

下　水　道　事　業　収　益

営　業　収　益

下 水 道 使 用 料

他 会 計 負 担 金

受 託 事 業 収 益

そ の 他 営 業 収 益

営　業　外　収　益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

特　別　利　益

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

下　水　道　事　業　費

営　業　費　用

管 渠 費

受 託 工 事 費 ― ― ― ―

流域下水道維持管理負担金

普 及 促 進 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営　業　外　費　用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出

特　別　損　失

過 年 度 損 益 修 正 損

固 定 資 産 売 却 損

固 定 資 産 譲 渡 損

そ の 他 特 別 損 失

△315,051,794 △158,706,179

△96,512,858

―

△96,512,858 △254,419,037

△96,512,858 △254,419,037

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
当 年 度 未 処 理 欠 損 金

翌 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金
翌 年 度 未 処 理 欠 損 金

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　科　　目

当 年 度 純 利 益 （ △ 純 損 失 ）

利 益 剰 余 金 処 分 額

減 債 積 立 金

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

29　年　度28　年　度

その他未処分利益剰余金変動額

建 設 改 良 積 立 金
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金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％） （円） （％）

△254,419,037 △90,645,930

― ― ―

△90,645,930

△90,645,930

２　年　度元　年　度30　年　度
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（４）比較貸借対照表　　（資産の部）

金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％）

固　定　資　産

有　形　固　定　資　産

土 地

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 及 び 備 品

リ ー ス 資 産 ― ―

建 設 仮 勘 定

無　形　固　定　資　産

電 話 加 入 権

施 設 利 用 権

ソ フ ト ウ エ ア

出 資 金

長 期 貸 付 金

流　動　資　産

営 業 未 収 金

営 業 外 未 収 金

そ の 他 未 収 金

貸 倒 引 当 金 △ 4,245,885 △ 2,020,292

― ― ― ―

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　科　　目

資 産 合 計

貯 蔵 品

投　　資

現　金　預　金

未　収　金

28　年　度 29　年　度

前 払 金
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金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％） （円） （％）

△ 2,144,921 △ 3,299,191 △ 2,821,770

元　年　度 ２　年　度30　年　度
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　　　比較貸借対照表　　（負債・資本の部）

金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％）

固　定　負　債

― ―

退 職 給 付 引 当 金

流　動　負　債

― ―

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

預 り 金

繰　延　収　益

資　本　金

資　本　金

固 有 資 本 金

繰 入 資 本 金

組 入 資 本 金

剰　余　金

資　本　剰　余　金

受 贈 財 産 評 価 額

他 会 計 負 担 金

受 益 者 負 担 金

分 担 金

補 助 金

利　益　剰　余　金 △ 95,712,858 △ 0.11 △ 254,419,037 △ 0.29

減 債 積 立 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
当 年 度 未 処 理 欠 損 金

△ 254,419,037 △ 0.29

リ ー ス 債 務

長 期 前 受 金

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　科　　目

29　年　度

企 業 債

引 当 金

引 当 金

企 業 債

28　年　度

リ ー ス 債 務

△ 0.11

負 債 ・ 資 本 合 計

未 払 金

前 受 金

そ の 他 流 動 負 債

△ 96,512,858
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金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％） （円） （％）

△ 90,645,930 △ 0.10

２　年　度

△ 90,645,930 △ 0.10

元　年　度30　年　度
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原価 構成比 原価 構成比

（円） （％） （円） （％）

職　員　給　与　費

※　汚水処理原価は、汚水処理原価構成表の合計額を有収水量で除して算出している。

（６）収益的収入及び収益的支出

構成比 構成比

（％） （％）

支払利息及び企業債取扱諸費

減 価 償 却 費

流域下水道維持管理負担金

職 員 給 与 費

 収　益　的　支　出

そ の 他

特 別 損 失

利　　　　　益 △315,051,794

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

他 会 計 負 担 金

 収　益　的　収　入

下 水 道 使 用 料

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　区　　分

金　額

（円）

28　年　度

受 託 事 業 収 益

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　区　　分

給 料

合            計

報 酬

手 当

（円）

金　額

法定福利費引当金繰入額

流 域 下 水 道 維 持 管 理 負 担 金

支払利息及び企業債取扱諸費

賞 与 引 当 金 繰 入 額

法 定 福 利 費

29　年　度

金　額

（円）

28　年　度

金　額

（円）

そ の 他

減 価 償 却 費

修 繕 費

29　年　度

△158,706,179

（５）汚水処理原価構成 （有収水量１㎥当たり）
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原価 構成比 原価 構成比

（円） （％） （円） （％）

職　員　給　与　費

※　汚水処理原価は、汚水処理原価構成表の合計額を有収水量で除して算出している。

（６）収益的収入及び収益的支出

構成比 構成比

（％） （％）

支払利息及び企業債取扱諸費

減 価 償 却 費

流域下水道維持管理負担金

職 員 給 与 費

 収　益　的　支　出

そ の 他

特 別 損 失

利　　　　　益 △315,051,794

そ の 他 営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

他 会 計 負 担 金

 収　益　的　収　入

下 水 道 使 用 料

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　区　　分

金　額

（円）

28　年　度

受 託 事 業 収 益

　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　区　　分

給 料

合            計

報 酬

手 当

（円）

金　額

法定福利費引当金繰入額

流 域 下 水 道 維 持 管 理 負 担 金

支払利息及び企業債取扱諸費

賞 与 引 当 金 繰 入 額

法 定 福 利 費

29　年　度

金　額

（円）

28　年　度

金　額

（円）

そ の 他

減 価 償 却 費

修 繕 費

29　年　度

△158,706,179

（５）汚水処理原価構成 （有収水量１㎥当たり）

-101 -

原価 構成比 原価 構成比 原価 構成比

（円） （％） （円） （％） （円） （％）

構成比 構成比 構成比

（％） （％） （％）

２　年　度

金　額

（円）

２　年　度

金　額

（円）

（円）

金　額

30　年　度

30　年　度

（円）

元　年　度

金　額

元　年　度

金　額

（円）

金　額

（円）
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（７）資本的収入及び資本的支出

金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％）

資　本　的　収　入

負　担　金

他 会 計 負 担 金

受 益 者 負 担 金

分 担 金

補　助　金

国 庫 補 助 金

資　本　的　支　出

建　設　改　良　費

施 設 整 備 費

固 定 資 産 購 入 費

リ ー ス 資 産 購 入 費 ― ―

受 益 者 負 担 金 徴 収 費

流 域 下 水 道 建 設 負 担 金

差　　　　　　　引 △ 1,817,226,138 △ 1,932,781,675

補　て　ん　財　源

長 期 貸 付 金 償 還 金

企 業 債

28　年　度

固 定 資 産 売 却 代 金

29　年　度　　　　　　　　　　　　年　　度
　
　　　科　　目

当年度分消費税資本的収支調整額

企 業 債 償 還 金

補 助 金 返 還 金

長 期 貸 付 金

雑 支 出

特 例 的 収 支 調 整 額

当年度分損益勘定留保資金

過年度分損益勘定留保資金

減 債 積 立 金

引 継 貯 蔵 品

引 継 現 金

建 設 改 良 積 立 金
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(税込)

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

（円） （％） （円） （％） （円） （％）

△ 1,692,934,210 △ 2,337,408,970 △ 1,925,022,692

２　年　度30　年　度 元　年　度
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（８）経営分析
（汚水処理関係）

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
元年度

との比較

減価償却額(汚水処理分)比率

使
用
料
収
入
の
比
率

職 員 給 与 費

の
汚
水
処
理
費
の
比
率

維 持 管 理 費 （円）

処 理 区 域 内 人 口

有 収 水 量

企業債償還元金 対

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（千円）

（千㎥）

（人）

（円）

（円）

（％）

（円/㎥）

（円/㎥）

（円/㎥）

（円/㎥）

（％）

（％）

（％）

　　　　　　　　　　　年　　度
　　項　　目

―

↘

―

企 業 債 利 息

企業債元利償還金

汚 水 処 理 原 価

有 収 率

維 持 管 理 費 ）

処
理
人
口
１
人
あ
た
り

汚
水
処
理
職
員
１
人

企 業 債 償 還 元 金

使 用 料 単 価

経 費 回 収 率

下 水 道 使 用 料

資 本 費

管 理 運 営 費

あ
た
り
の
各
種
比
率

汚
水
処
理
費
　
対

汚 水 処 理 原 価

（ 資 本 費 ）

汚 水 処 理 原 価

水 洗 化 率

普 及 率

↗

↗

↗

↗

↗

―

―

―

↘

↗

↗

―

―

―

―

―

※元年度との比較の欄において、「↗」は経営分析上の数値が改善されたことを意味し、
「↘」は数値が悪化したことを意味する。
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算　　　式 項     目     説     明

処理区域内人口

行政区域内人口

水洗化人口

処理区域内人口

年間有収水量

年間汚水処理水量

汚水処理費－(材料売却原価等＋特別損失)

年間有収水量

汚水処理費（維持管理費）

年間有収水量

汚水処理費（資本費）

年間有収水量

使用料収入

年間有収水量

使用料収入

汚水処理経費

汚水処理費（維持管理費）

処理区域内人口

汚水処理費（資本費）

処理区域内人口

汚水処理費（管理運営費）

処理区域内人口

処理区域内人口

職員数（汚水処理分）

年間有収水量

職員数（汚水処理分）

使用料収入

職員数（汚水処理分）

企業債償還元金（汚水処理分）

当年度減価償却費（汚水処理分）

企業債償還元金（汚水処理分）

使用料収入

企業債利息（汚水処理分）

使用料収入

企業債元利償還金（汚水処理分）

使用料収入

職員給与費（汚水処理分）

使用料収入
×100

×100

×100

下水道使用料に占める職員給与費（汚水処理分）の
割合を示す。
指標は、低いほど好ましい。

×100
汚水処理費用のうち使用料で賄われた割合を示す。
率は、１００％以上が好ましい。

×100
汚水処理水量のうち収益につながった水量の割合を
示す。率は、高いほど好ましい。

汚水を１㎥処理するのにいくらの費用を要するかを
みる指標。

×100
処理区域内人口のうち、下水道に接続している人口
の割合。率は、高いほど好ましい。

×100
行政区域内人口に占める処理区域内人口の割合で、
当該事業の整備状況を表すもの。率は、高いほど好
ましい。

事務の効率性をみる指標であり、処理区域内人口１
人あたりにかかる管理運営費を示す。

事務の効率性をみる指標であり、処理区域内人口１
人あたりにかかっている維持管理費を示す。

汚水処理原価のうち資本費分。

×100
企業債元金（汚水処理分）が、その補てん財源であ
る減価償却費に占める割合を示す。
比率は、低いほど好ましい。

職員の労働生産性をみるものであり、職員が適正な
規模になっているかどうかを示す。

同上

下水道使用料に占める企業債利息（汚水処理分）の
割合を示す。
指標は、低いほど好ましい。

同上

下水道使用料に占める企業債元利償還額（汚水処理
分）の割合を示す。
指標は、低いほど好ましい。

×100
下水道使用料に占める企業債償還額（汚水処理分）
の割合を示す。
指数は、低いほど好ましい。

事務の効率性をみる指標であり、処理区域内人口１
人あたりにかかっている資本費を示す。

汚水処理原価のうち維持管理費分。

汚水１㎥当たりの使用料収入であり、使用料の水準
を示す。
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（資産・資本金関係等）

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度
元年度

との比較

事 業 規 模 比 率
↗

企 業 債 残 高 対
（％）

↘経 常 収 支 比 率 （％）

―― ―（％） ―

（％）

（％）

（％）

流 動 資 産 回 転 率

現 金 比 率

固 定 資 産 回 転 率

固 定 負 債 構 成 比 率

利 子 負 担 率

営 業 収 支 比 率
※ 営 業 収 益 対 営 業 費 用 比 率

（％）

有 形 固 定 資 産
（千円）

（％） ↘

―

固 定 資 産 構 成 比 率

　　　　　　　　　　　        年　　度
    項　　目

構

成

比

率 自 己 資 本 構 成 比 率

固定資産対長期資本比率

回

転

率

（％）流 動 比 率

減 価 償 却 率

自 己 資 本 回 転 率

当 座 比 率

未 収 金 回 転 率

不 良 債 務 比 率

財

務

比

率

そ

の

他

（回）

（回）

（回）

（回）

（％）

職 員 人 あ た り の

（％）

（％）

（％）

―

↘

↗

↗

↗

↗

↗

↗

↗

―

→

→

↘

↗

―

※元年度との比較の欄において、「↗」は経営分析上の数値が改善されたことを意味し、
「↘」は数値が悪化したことを意味する。
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項     目     説     明

営業収益に対する企業債残高の割合を示す指標。企
業債残高の規模と経営への影響を分析するもの。比
率は、低いほど好ましい。

×100

営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用

企業債残高－一般会計負担額

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金

×100
経常費用に対する経常収益の割合を示す。
比率は、高いほど好ましい。

負債・資本合計

資本金＋剰余金＋評価差額等＋繰延収益

算　　　式

現金預金＋（未収金－貸倒引当金）

固定資産

資本金＋剰余金＋評価差額等＋固定負債＋繰延収益

流動負債

流動資産

営業収益に対する不良債務の比率をみる。
比率が高いほど企業の経営が悪化していることを示
す。

短期債務に対応すべき当座資産が十分にあるかを示
す。比率は、高いほど好ましい。

営業収益に投下された固定資産の利用状況の適否を
みる。指数の低いことは、固定資産の利用度が低い
ことを示す。

×100

期首・期末資本金＋期首・期末
剰余金＋期首・期末評価差額等
＋期首・期末繰延収益

×100

短期債務に対応すべき流動資産が十分にあるかを示
す。公営企業では、１００％以上であることが必要
とされ、２００％以上が好ましい。

固定負債
×100

事業の負債構成の適正化をみる。
比率は、低いほど好ましい。

有形固定資産＋無形固定資産－土地－建設仮勘定＋当年度減価償却額

当年度減価償却費

未収金の回収速度を示す。
指標は、高いほど好ましい。

（営業収益－受託事業収益）

÷

×100

期首・期末未収金－期首・期末貸倒引当金

自己資本の活動能力を示す。
指標は、高いほど投下資本に比べて営業活動が活発
なことを示す。

÷

流動負債－（流動資産－翌年度繰越財源）

経常収益と経常費用の比率を表したもので、100％
未満であると経常収支が赤字であることを示す。

職員の労働生産性をみるものであり、職員数が適正
な規模になっているかを示す。

負債に占める支払利息の負担の割合を示す。
率は、低いほど好ましい。

÷1,000
期末有形固定資産

総職員数

営業収益－受託事業収益

営業費用－受託事業費　

固定資産に投下された資本の回収状況を示す。

流動負債

÷

（営業収益－受託事業収益） ÷

（営業収益－受託事業収益）

期首固定資産＋期末固定資産

期首流動資産＋期末流動資産

×100

固定資産

×100

×100

×100
支払利息及び企業債取扱諸費

企業債＋他会計借入金＋一時借入金＋リース債務

×100

×100

営業収益－受託事業収益

事業の財産構成の適正化をみる。比率は、低いほど
好ましいが、「施設事業」ともいわれる下水道事業
では、一般的に高い傾向にある。固定資産＋流動資産＋繰延資産

資本中の自己資本の割合をみる。
比率は、高いほど好ましい。

固定資産に占める調達原資の適合関係を示す。
比率は、１００％以下が好ましい。

負債・資本合計

×100

即時支払能力をみる。
比率は、高いほど好ましい。

流動資産に占める営業収益の割合を示す。
指標は、高いほど好ましい。

（営業収益－受託事業収益）

現金預金

流動負債
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（９）企業債利率別集計表

公共下水道事業債 (単位：円）

利　率 発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

１％未満

1％以上2％未満

2％以上3％未満

3％以上4％未満

4％以上5％未満

5％以上6％未満

６％以上

合　計

流域下水道事業債 (単位：円）

利　率 発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

１％未満

1％以上2％未満

2％以上3％未満

3％以上4％未満

4％以上5％未満

5％以上6％未満

６％以上

合　計

総 合 計 (単位：円）

発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

合　計
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（９）企業債利率別集計表

公共下水道事業債 (単位：円）

利　率 発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

１％未満

1％以上2％未満

2％以上3％未満

3％以上4％未満

4％以上5％未満

5％以上6％未満

６％以上

合　計

流域下水道事業債 (単位：円）

利　率 発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

１％未満

1％以上2％未満

2％以上3％未満

3％以上4％未満

4％以上5％未満

5％以上6％未満

６％以上

合　計

総 合 計 (単位：円）

発 行 総 額 当年度償還高 償還高累計 未償還残高

合　計
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（10）流域下水道維持管理負担金

荒川右岸流域下水道維持管理負担金単価の推移

（単位：円／㎥）

単　価

昭和56年度 ～ 昭和60年度 37円

昭和61年度 ～ 昭和63年度 37円

平成元年度 ～ 平成５年度 25円

平成６年度 ～ 平成10年度 32円

平成11年度 ～ 平成15年度 32円

平成16年度 ～ 平成20年度 32円

平成21年度 32円

平成22年度 ～ 平成26年度 32円

平成27年度 ～ 令和２年度 32円

※ 平成元年度以降は、単価に消費税を含む。

県内流域下水道維持管理負担金

（単位：円／㎥）

単　価（税込）

36円

38円

32円

40円

78円

99円

87円

83円

荒川上流

市野川

利根川右岸

年　　　度

  流  域  名

荒川左岸南部

荒川左岸北部

荒川右岸

中川

古利根川
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整

池
1
4 

山
口

調
整

池

1
6 

中
新

井
調

整
池

1
7 

郊
外

マ
ン

シ
ョ

ン
調

整
池

1
8 

フ
ラ

ワ
ー

ヒ
ル

調
整

池

 1
 中

央
公

園
調

整
池

 2
 上

砂
公

園
調

整
池

 3
 桃

の
木

公
園

調
整

池
 4

 中
道

公
園

調
整

池
 5

 中
砂

公
園

調
整

池
 6

 泉
町

調
整

池
 7

 ネ
オ

ポ
リ

ス
調

整
池

21
 砂

川
堀

北
野

調
整

池
(第

１
、

第
２

、
第

３
)

22
 第

二
つ

ば
き

苑
調

整
池

23
 松

郷
ミ

ニ
工

業
団

地
調

整
池

25
 椿

峰
2号

調
整

池
24

 椿
峰

1号
調

整
池

26
 椿

峰
3号

調
整

池
27

 椿
峰

4号
調

整
池

28
 椿

峰
5号

調
整

池
29

 松
が

丘
調

整
池

30
 中

氷
川

台
公

園
調

整
池

狭
山

市

7

調
整

池

1
2 

東
桃

木
窪

公
園

調
整

池

1
2

13

14

15

1
6

17

1
8

19

2
0

2
1

22

2
3

2
4 2
5

2
6

27
2
8

29

3
0

3
1

3
2

33

3
4

せ
せ

ら
ぎ

水
路

２
ポ

ン
プ

施
設

１

そ
の

他
の

施
設

 1
 せ

せ
ら

ぎ
水

路
上

流
施

設
（

ろ
過

施
設

）
 2

 せ
せ

ら
ぎ

水
路

下
流

施
設

（
循

環
施

設
）

31
 小

手
指

南
1
号

調
整

池
32

 小
手

指
南

2
号

調
整

池

34
 後

久
保

公
園

調
整

池

調
整

池

 8
 
北

野
雨

水
ポ

ン
プ

場
 9

 三
ケ

島
工

業
団

地
調

整
池

東
10

 三
ケ

島
工

業
団

地
調

整
池

西
1
9 

三
ケ

島
グ

リ
ー

ン
ヒ

ル
調

整
池

33
 東

狭
山

ケ
丘

中
央

公
園

調
整

池
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20
 中

富
調

整
池



（２）施設別概要

≪ポンプ場≫

吐出量
(㎥/分)

出力

清流苑下水ポンプ場

島台下水ポンプ場

松戸橋下水ポンプ場

新中里下水ポンプ場

北秋津下水ポンプ場

久米下水ポンプ場

東狭山ケ丘第2下水ポンプ場

和ケ原下水ポンプ場

下新井マンホールポンプ

下富下水ポンプ場

北岩岡下水ポンプ場

吾妻下水ポンプ場

下富マンホールポンプ

下富第2下水ポンプ場

 　　　〃　　　　　（雨水ポンプ）

北秋津マンホールポンプ

本郷第2マンホールポンプ

けやき台マンホールポンプ

本郷東前マンホールポンプ

三ケ島マンホールポンプ

山口マンホールポンプ

≪貯留施設・滞水池≫

吐出量
(㎥/分)

出力

小手指貯留施設 小手指町一丁目

元町貯留施設 元町

西新井町貯留施設 並木一丁目

松郷滞水池 大字松郷

所在地
貯留量
（㎥）

ポンプ能力

大字北秋津

大字下富

大字本郷

東狭山ケ丘一丁目

岩岡町

大字久米

大字下富

大字北秋津

大字本郷

  〃

大字下新井

ポンプ能力

施設名

大字下安松

大字上安松

大字上安松

大字本郷

大字久米

施設名

三ケ島三丁目

大字山口

所在地

和ケ原一丁目

大字下富

けやき台二丁目
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≪調整池≫

吐出量
(㎥/分)

出力

中央公園調整池 緑町一丁目

上砂公園調整池 緑町四丁目

桃の木公園調整池 緑町三丁目

中道公園調整池 緑町三丁目

中砂公園調整池 緑町四丁目

泉町調整池 泉町

ネオポリス調整池 大字下富

北野雨水ポンプ場 北野新町一丁目

三ケ島工業団地調整池東 林一丁目

三ケ島工業団地調整池西 林一丁目

山の上公園調整池 喜多町

東桃木窪公園調整池 上新井五丁目

荒幡調整池 大字山口

山口調整池 大字山口

ユネスコホームランド調整池 大字上山口

中新井調整池 中新井三丁目

郊外マンション調整池 大字神米金

フラワーヒル調整池 大字下富

三ケ島グリーンヒル調整池 北野二丁目

中富調整池 中富南四丁目

砂川堀北野調整池(第１､第２､第３) 北野新町二丁目

第二つばき苑調整池 小手指元町二丁目

松郷ミニ工業団地調整池 大字松郷

椿峰１号調整池 小手指南三丁目

椿峰２号調整池 大字山口

椿峰３号調整池 大字山口

椿峰４号調整池 大字山口

椿峰５号調整池 大字上山口

ポンプ能力
敷地面積
（㎡）

施設名 所在地
貯留量
（㎥）
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≪調整池≫

吐出量
(㎥/分)

出力

中央公園調整池 緑町一丁目

上砂公園調整池 緑町四丁目

桃の木公園調整池 緑町三丁目

中道公園調整池 緑町三丁目

中砂公園調整池 緑町四丁目

泉町調整池 泉町

ネオポリス調整池 大字下富

北野雨水ポンプ場 北野新町一丁目

三ケ島工業団地調整池東 林一丁目

三ケ島工業団地調整池西 林一丁目

山の上公園調整池 喜多町

東桃木窪公園調整池 上新井五丁目

荒幡調整池 大字山口

山口調整池 大字山口

ユネスコホームランド調整池 大字上山口

中新井調整池 中新井三丁目

郊外マンション調整池 大字神米金

フラワーヒル調整池 大字下富

三ケ島グリーンヒル調整池 北野二丁目

中富調整池 中富南四丁目

砂川堀北野調整池(第１､第２､第３) 北野新町二丁目

第二つばき苑調整池 小手指元町二丁目

松郷ミニ工業団地調整池 大字松郷

椿峰１号調整池 小手指南三丁目

椿峰２号調整池 大字山口

椿峰３号調整池 大字山口

椿峰４号調整池 大字山口

椿峰５号調整池 大字上山口

ポンプ能力
敷地面積
（㎡）

施設名 所在地
貯留量
（㎥）
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松が丘調整池 松が丘一丁目

中氷川台公園調整池 大字山口

小手指南１号調整池 小手指南四丁目

小手指南２号調整池 小手指南四丁目

東狭山ケ丘中央公園調整池 東狭山ケ丘一丁目

後久保公園調整池 大字上山口

≪その他の施設≫

青葉台

せせらぎ水路下流施設
　（循環施設）

せせらぎ水路上流施設
　（ろ過施設）

ポンプ能力
施設名 所在地 吐出量

(㎥/分)
出力

青葉台
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（3）下水道処理区域図
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（3）下水道処理区域図
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　 （１）排水設備指定工事店の指定申請手数料

令和２年４月１日現在

新　規 １０，０００円

更　新 　５，０００円

※更新手続きは５年に１度必要である。

（２）排水設備工事責任技術者の登録申請手数料

令和２年４月１日現在

新　規 　２，０００円

更　新 　１，０００円

※更新手続きは５年に１度必要である。

（３）下水道使用料体系

金　額 金　額

91.30円

117.70円

137.50円

163.90円

191.40円

224.40円

257.40円

公衆浴場用 円 33.00円

臨　時　用 円 257.40円

　下水道使用料＝基本使用料＋超過使用料

一　般　用 10㎥以下 円

  10㎥超    20㎥以下

  20㎥超    30㎥以下

  30㎥超    50㎥以下

  50㎥超   200㎥以下

 200㎥超   500㎥以下

 500㎥超 1,000㎥以下

1,000㎥超

100㎥以下 100㎥超

10㎥以下 10㎥超

※下水道使用料は、上記の表に定める基本使用料と超過使用料との合計額（１か月の総額に
　１円未満の端数が生じた場合は切捨）である。

１件につき

１件につき

用　途
基本使用料 超過使用料（１㎥につき）

排　水　量 排　水　量

令和２年４月１日現在（税込：１か月）
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（４）下水道使用料の変遷

(昭和34年３月13日～昭和40年３月31日)

井戸汚水

排水量１㎥
につき

水洗式大便器 水洗式小便器
水洗式大便
小便兼用器

円 円 円 円

(昭和40年４月１日～昭和52年６月30日)

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

8㎥まで ― 100㎥まで ― 8㎥まで ―

円 円 円 円 円 円

(昭和52年７月１日～昭和57年１月31日)

基本使用量

10㎥まで
10㎥を超え
  20㎥までの分

20㎥を超え
  30㎥までの分

30㎥を超え
  50㎥までの分

50㎥を超え
 200㎥までの分

200㎥を超え
 500㎥までの分

円 円 円 円 円 円

(昭和57年２月１日～)

基本使用料

10㎥まで
10㎥を超え
  20㎥までの分

20㎥を超え
  30㎥までの分

30㎥を超え
  50㎥までの分

50㎥を超え
 200㎥までの分

200㎥を超え
 500㎥までの分

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

　※ 消費税施行後は税込表示

水道汚水
し尿（１箇につき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　超過使用量（1㎥増すごとに）

　　　　　　一　　　　　　　　般　　　　　　　　用　

上水道使用料
算定額の6/10

　　　　　区　分

　実施年月日

一般用 公衆浴場用 臨時用

昭和34年３月13日

昭和40年４月１日

　　　　　区　分

　実施年月日

　　　　　　一　　　　　　　　般　　　　　　　　用　

                                                        超過使用料（1㎥増すごとに）

昭和52年７月１日

 令和元年10月１日

　　　　　区　分

　実施年月日

 平成26年４月１日

 平成25年４月１日

 昭和57年２月１日

 平成元年８月１日
※ 消費税転嫁

 平成５年４月１日

 平成９年４月１日

 平成30年４月１日

区 分

実施年月日
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（４）下水道使用料の変遷

(昭和34年３月13日～昭和40年３月31日)

井戸汚水

排水量１㎥
につき

水洗式大便器 水洗式小便器
水洗式大便
小便兼用器

円 円 円 円

(昭和40年４月１日～昭和52年６月30日)

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

基本排水量
排水量１㎥
増すごとに

8㎥まで ― 100㎥まで ― 8㎥まで ―

円 円 円 円 円 円

(昭和52年７月１日～昭和57年１月31日)

基本使用量

10㎥まで
10㎥を超え
  20㎥までの分

20㎥を超え
  30㎥までの分

30㎥を超え
  50㎥までの分

50㎥を超え
 200㎥までの分

200㎥を超え
 500㎥までの分

円 円 円 円 円 円

(昭和57年２月１日～)

基本使用料

10㎥まで
10㎥を超え
  20㎥までの分

20㎥を超え
  30㎥までの分

30㎥を超え
  50㎥までの分

50㎥を超え
 200㎥までの分

200㎥を超え
 500㎥までの分

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

　※ 消費税施行後は税込表示

水道汚水
し尿（１箇につき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　超過使用量（1㎥増すごとに）

　　　　　　一　　　　　　　　般　　　　　　　　用　

上水道使用料
算定額の6/10

　　　　　区　分

　実施年月日

一般用 公衆浴場用 臨時用

昭和34年３月13日

昭和40年４月１日

　　　　　区　分

　実施年月日

　　　　　　一　　　　　　　　般　　　　　　　　用　

                                                        超過使用料（1㎥増すごとに）

昭和52年７月１日

 令和元年10月１日

　　　　　区　分

　実施年月日

 平成26年４月１日

 平成25年４月１日

 昭和57年２月１日

 平成元年８月１日
※ 消費税転嫁

 平成５年４月１日

 平成９年４月１日

 平成30年４月１日

区 分

実施年月日
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大便器
(1個につき)

小便器
(1個につき)

大小便兼用器
(1個につき)

円 円 円

基本使用量
超過使用量

(１㎥増すごとに)
基本使用量

超過使用量
(１㎥増すごとに)

500㎥を
超える分

100㎥まで
100㎥を
超える分

10㎥まで
10㎥を

超える分

円 円 円 円 円

基本使用料
超過使用料

(１㎥増すごとに)
基本使用料

超過使用料
(１㎥増すごとに)

500㎥を超え
 1,000㎥までの分

1,000㎥を
超える分

100㎥まで
100㎥を
超える分

10㎥まで
10㎥を

超える分

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円

臨時用

公衆浴場用 臨時用

※水洗便所を使用するものに対しては左記に
　定めるもののほか次の使用料を徴収する。
　(昭和44年4月１日付改正により徴収廃止)

公衆浴場用
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（５）下水道事業受益者負担金単位負担金額

単位負担金額 公告年度

122円/㎡ 昭和44年度

122円/㎡ 昭和47年度

122円/㎡ 昭和48年度

328円/㎡ 昭和57年度

476円/㎡ 昭和61年度

476円/㎡ 昭和61年度

488円/㎡ 平成元年度

488円/㎡ 平成元年度

700円/㎡ 平成11年度

1,000円/㎡ 平成15年度

1,000円/㎡ 平成20年度

1,030円/㎡ 平成27年度

1,130円/㎡ 令和２年度

（６）公共下水道事業分担金の額

金　　　額

１，０００円

１，０３０円

１，１３０円土地 １㎡当たり 令和２年度～

流域第３負担区
柳瀬第４処理分区第３負担区

柳瀬第１処理分区第２負担区

対象年度

土地 １㎡当たり 平成15年度～平成26年度

流域第４負担区

流域第５負担区

流域第７負担区

流域第８負担区

負　担　区　名

所沢第１負担区（１次）

所沢第１負担区（２次）

所沢第２負担区

流域第１負担区 柳瀬第４処理分区第１負担区

流域第２負担区
柳瀬第４処理分区第２負担区

柳瀬第１処理分区第１負担区

土地 １㎡当たり 平成27年度～令和元年度

流域第６負担区
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（５）下水道事業受益者負担金単位負担金額

単位負担金額 公告年度

122円/㎡ 昭和44年度

122円/㎡ 昭和47年度

122円/㎡ 昭和48年度

328円/㎡ 昭和57年度

476円/㎡ 昭和61年度

476円/㎡ 昭和61年度

488円/㎡ 平成元年度

488円/㎡ 平成元年度

700円/㎡ 平成11年度

1,000円/㎡ 平成15年度

1,000円/㎡ 平成20年度

1,030円/㎡ 平成27年度

1,130円/㎡ 令和２年度

（６）公共下水道事業分担金の額

金　　　額

１，０００円

１，０３０円

１，１３０円土地 １㎡当たり 令和２年度～

流域第３負担区
柳瀬第４処理分区第３負担区

柳瀬第１処理分区第２負担区

対象年度

土地 １㎡当たり 平成15年度～平成26年度

流域第４負担区

流域第５負担区

流域第７負担区

流域第８負担区

負　担　区　名

所沢第１負担区（１次）

所沢第１負担区（２次）

所沢第２負担区

流域第１負担区 柳瀬第４処理分区第１負担区

流域第２負担区
柳瀬第４処理分区第２負担区

柳瀬第１処理分区第１負担区

土地 １㎡当たり 平成27年度～令和元年度

流域第６負担区

- 120 -

（7）県内他市との下水道使用料比較

団　体　名 １か月１０㎥使用料 団　体　名 １か月１０㎥使用料

朝 霞 市 ５５０  円 久 喜 市 ８８０  円

ふ じ み 野 市 ５８６  円 熊 谷 市 ８９０  円

和 光 市 ６０２  円 草 加 市 ９０２  円

蕨 市 ６７１  円 さ い た ま 市 ９１９  円

川 越 市 ７１５  円 上 尾 市 ９２４  円

富 士 見 市 ７１５  円 坂戸、鶴ケ島下水道組合 ９３５  円

所 沢 市 ７２６  円 東 松 山 市 ９３５  円

入 間 市 ７７０  円 加 須 市 ９４２  円

幸 手 市 ７７０  円 八 潮 市 ９４６  円

桶 川 市 ７７０  円 川 口 市 ９７５  円

秩 父 市 ７７０  円 志 木 市 ９９０  円

戸 田 市 ７８１  円 本 庄 市 １,０１２  円

鴻 巣 市 ７９２  円 白 岡 市 １,０４７  円

狭 山 市 ７９２  円 三 郷 市 １,０７０  円

新 座 市 ８１４  円 春 日 部 市 １,１２２  円

行 田 市 ８８０  円 越 谷 市 １,１５５  円

蓮 田 市 ８８０  円 日 高 市 １,２２１  円

羽 生 市 ８８０  円 飯 能 市 １,２９８  円

吉 川 市 ８８０  円 深 谷 市 １,８７０  円

北 本 市 ８８０  円 団 体 平 均 ９０４  円

令和２年４月１日現在（税込）
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（１）流域下水道流入下水水質調書

流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第１号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第１処理分区

実測下水量 使用承認下水量   35,447㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

24 令和2年10月22日

－ 7.1 令和2年10月22日

180 令和2年10月27日

73 令和2年10月22日

160 令和2年10月23日

7.9 令和2年10月26日

33 令和2年10月23日

4 令和2年10月23日

11 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

- -

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

燐含有量

柳瀬川幹線

水素イオン濃度（ｐＨ）

令和２年10月21日～令和２年10月22日

生物化学的酸素要求量

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

化学的酸素要求量（酸性法）

水質分析項目

外　観

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

28,696㎥／日

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

シアン化合物

有機燐化合物

鉛及びその化合物

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

１，２－ジクロロエタン

１，１－ジクロロエチレン

シス－１，２－ジクロロエチレン

※ 柳瀬川幹線については１１６ページ『(３)下水道処理区域図』を参照

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物

ダイオキシン類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

ふつ素及びその化合物

1，４ジオキサン

フェノール類

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

- 122 -



流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第２号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第２処理分区

実測下水量 使用承認下水量  2,069㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

22 令和2年10月22日

－ 7.0 令和2年10月22日

160 令和2年10月27日

55 令和2年10月22日

130 令和2年10月23日

7.0 令和2年10月26日

28 令和2年10月23日

3 令和2年10月23日

11 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

0.13 令和2年11月19日

燐含有量

柳瀬川幹線

水素イオン濃度（ｐＨ）

令和２年10月21日～令和２年10月22日

生物化学的酸素要求量

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

化学的酸素要求量（酸性法）

水質分析項目

外　観

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

1,913.0㎥／日

シアン化合物

有機燐化合物

鉛及びその化合物

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

１，２－ジクロロエタン

１，１－ジクロロエチレン

シス－１，２－ジクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

ふつ素及びその化合物

1，４ジオキサン

フェノール類

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物

ダイオキシン類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）
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流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第２号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第２処理分区

実測下水量 使用承認下水量  2,069㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

22 令和2年10月22日

－ 7.0 令和2年10月22日

160 令和2年10月27日

55 令和2年10月22日

130 令和2年10月23日

7.0 令和2年10月26日

28 令和2年10月23日

3 令和2年10月23日

11 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

0.13 令和2年11月19日

燐含有量

柳瀬川幹線

水素イオン濃度（ｐＨ）

令和２年10月21日～令和２年10月22日

生物化学的酸素要求量

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

化学的酸素要求量（酸性法）

水質分析項目

外　観

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

1,913.0㎥／日

シアン化合物

有機燐化合物

鉛及びその化合物

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

１，２－ジクロロエタン

１，１－ジクロロエチレン

シス－１，２－ジクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

ふつ素及びその化合物

1，４ジオキサン

フェノール類

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物

ダイオキシン類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

- 123 -

流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第３号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第３処理分区

実測下水量 使用承認下水量 47,836㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

25 令和2年10月22日

－ 7.2 令和2年10月22日

160 令和2年10月27日

72 令和2年10月22日

140 令和2年10月23日

8.9 令和2年10月26日

33 令和2年10月23日

3 令和2年10月23日

10 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

- -

外　観

柳瀬川幹線

水質分析項目

令和２年10月21日～令和２年10月22日

34,899㎥／日

有機燐化合物

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

水素イオン濃度（ｐＨ）

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量（酸性法）

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

燐含有量

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

シアン化合物

１，１－ジクロロエチレン

鉛及びその化合物

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

１，２－ジクロロエタン

1，４ジオキサン

シス－１，２－ジクロロエチレン

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

ふつ素及びその化合物

ダイオキシン類

フェノール類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物
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流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第４号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第４処理分区

実測下水量 使用承認下水量 42,712㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

18 令和2年10月22日

－ 7.1 令和2年10月22日

120 令和2年10月27日

63 令和2年10月22日

130 令和2年10月23日

4.3 令和2年10月26日

25 令和2年10月23日

3 令和2年10月23日

10 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

- -

外　観

柳瀬川幹線

水質分析項目

令和２年10月21日～令和２年10月22日

34,824㎥／日

有機燐化合物

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

水素イオン濃度（ｐＨ）

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量（酸性法）

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

燐含有量

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

シアン化合物

１，１－ジクロロエチレン

鉛及びその化合物

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

１，２－ジクロロエタン

1，４ジオキサン

シス－１，２－ジクロロエチレン

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

ふつ素及びその化合物

ダイオキシン類

フェノール類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物
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西 暦 和 暦 月 事 項

１９５６

１９５７

１９５９

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６８

１９６９

１９７０

１９７２

１９７３

１９７５

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８６

１９８７

１９８８

昭和３１年

昭和３２年

昭和３４年

昭和３７年

昭和３８年

昭和３９年

昭和４０年

昭和４３年

昭和４４年

昭和４５年

昭和４７年

昭和４８年

昭和５０年

昭和５２年

昭和５３年

昭和５４年

昭和５５年

昭和５６年

昭和５７年

昭和５８年

昭和５９年

昭和６１年

昭和６２年

昭和６３年

５

２

３

４

４

５

６

４

１１

２

６

１

４

１２

３

４

１１

４

５

６

２

４

７

１１

３

４

３

１０

２

４

６

４

９

３

４

８

１２

２

既成市街地（約 ）について認可を受ける

既成市街地の公共下水道の工事に着手

新所沢下水処理場新設の認可を受ける

新所沢下水処理場運転開始

所沢下水処理場新設の認可を受ける

所沢下水処理場の建設（第１期工事）に着手

新所沢下水処理場の変更認可を受ける

下水道使用料改定

所沢下水処理場のし尿系の運転を開始

所沢処理区を約 に拡大する変更認可を受ける、計画処理人口

人

所沢下水処理場の運転を開始する。旧町市街地約 （計画処理人

口 人）を処理区域として供用を開始

所沢下水処理場の変更認可を受ける、計画処理人口 人

下水道事業受益者負担に係る所沢第１負担区（１次）を公告

市街化区域 全域を計画決定する

所沢下水処理場の増設及び所沢処理区を約 に拡大する変更認可

を受ける、計画処理人口 人

下水道事業受益者負担に係る所沢第１負担区（２次）を公告

埼玉県が事業主体となっている荒川右岸流域下水道事業に参加

下水道事業受益者負担に係る所沢第２負担区を公告

流域関連公共下水道事業計画の新設の認可を受ける、

流域関連計画処理区域約 、流域関連計画処理人口 人

荒川右岸流域関連公共下水道幹線の工事に着手

所沢基地返還により計画区域を約 に拡大

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

下水道使用料改定

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理区域人口 人

所沢下水処理場の第２・３期工事が完了し、処理場が完成

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理区域人口 人

所沢市コンポストセンターの認可を受ける

所沢市コンポストセンターの工事に着手

下水道使用料改定

下水道事業受益者負担に係る流域第１負担区を公告

流域関連処理区域の内容変更（柳瀬川 号幹線の追加）の認可を受け

る

荒川右岸流域下水道による下水処理を開始

所沢市コンポストセンターの運転を開始

下水道普及率５０％を超える

下水道事業受益者負担に係る流域第２負担区を公告

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

新所沢駅西口浸水対策の認可を受ける

新所沢駅西口浸水対策の雨水調整池の建設に着手



流域幹線名 接続個所番号 柳瀬川第４号

試料採水年月日 処理分区 柳瀬第４処理分区

実測下水量 使用承認下水量 42,712㎥／日

単位 流入下水の水質 水質分析年月日

－ 濃白黄色濁 令和2年10月22日

18 令和2年10月22日

－ 7.1 令和2年10月22日

120 令和2年10月27日

63 令和2年10月22日

130 令和2年10月23日

4.3 令和2年10月26日

25 令和2年10月23日

3 令和2年10月23日

10 令和2年10月22日

<0.003 令和2年10月26日

<0.1 令和2年10月23日

<0.1 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月26日

<0.05 令和2年10月23日

<0.01 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月26日

不検出 令和2年10月27日

<0.0005 令和2年10月28日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.004 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.04 令和2年10月22日

<0.02 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月22日

<0.002 令和2年10月22日

<0.006 令和2年10月26日

<0.003 令和2年10月26日

<0.02 令和2年10月26日

<0.01 令和2年10月22日

<0.01 令和2年10月27日

<1 令和2年10月27日

<0.8 令和2年10月23日

<0.05 令和2年10月22日

<0.5 令和2年10月23日

<0.3 令和2年10月26日

<0.2 令和2年10月26日

<1 令和2年10月22日

<1 令和2年10月22日

<0.1 令和2年10月23日

- -

外　観

柳瀬川幹線

水質分析項目

令和２年10月21日～令和２年10月22日

34,824㎥／日

有機燐化合物

アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素
含有量

水素イオン濃度（ｐＨ）

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量（酸性法）

浮遊物質量

ノルマルヘキサン抽出物質含有量

窒素含有量

燐含有量

沃素消費量

カドミウム及びその化合物

シアン化合物

１，１－ジクロロエチレン

鉛及びその化合物

六価クロム化合物

砒素及びその化合物

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

１，２－ジクロロエタン

1，４ジオキサン

シス－１，２－ジクロロエチレン

１，１，１－トリクロロエタン

１，１，２－トリクロロエタン

１，３－ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン及びその化合物

ほう素及びその化合物

ふつ素及びその化合物

ダイオキシン類

フェノール類

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

鉄及びその化合物（溶解性）

マンガン及びその化合物（溶解性）

クロム及びその化合物
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西 暦 和 暦 月 事 項

１９５６

１９５７

１９５９

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６８

１９６９

１９７０

１９７２

１９７３

１９７５

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

１９８１

１９８２

１９８３

１９８４

１９８６

１９８７

１９８８

昭和３１年

昭和３２年

昭和３４年

昭和３７年

昭和３８年

昭和３９年

昭和４０年

昭和４３年

昭和４４年

昭和４５年

昭和４７年

昭和４８年

昭和５０年

昭和５２年

昭和５３年

昭和５４年

昭和５５年

昭和５６年

昭和５７年

昭和５８年

昭和５９年

昭和６１年

昭和６２年

昭和６３年

５

２

３

４

４

５

６

４

１１

２

６

１

４

１２

３

４

１１

４

５

６

２

４

７

１１

３

４

３

１０

２

４

６

４

９

３

４

８

１２

２

既成市街地（約 ）について認可を受ける

既成市街地の公共下水道の工事に着手

新所沢下水処理場新設の認可を受ける

新所沢下水処理場運転開始

所沢下水処理場新設の認可を受ける

所沢下水処理場の建設（第１期工事）に着手

新所沢下水処理場の変更認可を受ける

下水道使用料改定

所沢下水処理場のし尿系の運転を開始

所沢処理区を約 に拡大する変更認可を受ける、計画処理人口

人

所沢下水処理場の運転を開始する。旧町市街地約 （計画処理人

口 人）を処理区域として供用を開始

所沢下水処理場の変更認可を受ける、計画処理人口 人

下水道事業受益者負担に係る所沢第１負担区（１次）を公告

市街化区域 全域を計画決定する

所沢下水処理場の増設及び所沢処理区を約 に拡大する変更認可

を受ける、計画処理人口 人

下水道事業受益者負担に係る所沢第１負担区（２次）を公告

埼玉県が事業主体となっている荒川右岸流域下水道事業に参加

下水道事業受益者負担に係る所沢第２負担区を公告

流域関連公共下水道事業計画の新設の認可を受ける、

流域関連計画処理区域約 、流域関連計画処理人口 人

荒川右岸流域関連公共下水道幹線の工事に着手

所沢基地返還により計画区域を約 に拡大

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

下水道使用料改定

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理区域人口 人

所沢下水処理場の第２・３期工事が完了し、処理場が完成

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理区域人口 人

所沢市コンポストセンターの認可を受ける

所沢市コンポストセンターの工事に着手

下水道使用料改定

下水道事業受益者負担に係る流域第１負担区を公告

流域関連処理区域の内容変更（柳瀬川 号幹線の追加）の認可を受け

る

荒川右岸流域下水道による下水処理を開始

所沢市コンポストセンターの運転を開始

下水道普及率５０％を超える

下水道事業受益者負担に係る流域第２負担区を公告

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

新所沢駅西口浸水対策の認可を受ける

新所沢駅西口浸水対策の雨水調整池の建設に着手
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西 暦 和 暦 月 事 項

１９８９

１９９１

１９９３

１９９４

１９９６

１９９９

２００１

２００２

２００３

２００６

２００７

２００８

２０１０

２０１１

２０１２

２０１３

２０１４

２０１５

平成元年

平成３年

平成５年

平成６年

平成８年

平成１１年

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

平成２２年

平成２３年

平成２４年

平成２５年

平成２６年

平成２７年

４

５

８

４

４

３

５

４

３

９

３

４

３

１０

３

４

１１

３

２

３

４

３

４

３

４

３

下水道事業受益者負担に係る流域第３負担区を公告

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

新所沢駅西口浸水対策の雨水調整池６箇所の建設が完了

下水道使用料改定

所沢下水処理場の名称を「所沢浄化センター」に変更

水辺環境づくりの一環として、青葉台に『せせらぎ水路』を建設

所沢処理区を約 とする変更認可を受ける、計画処理人口

人

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

下水道事業受益者負担に係る流域第４負担区を公告

所沢処理区域を約 とする変更認可を受ける、計画処理人口

人

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

市街化区域の下水道整備が概ね完了

市街化調整区域の第 期下水道整備を開始

下水道事業受益者負担に係る流域第５負担区を公告

所沢市公共下水道事業分担金条例の施行

所沢処理区域の一部（松郷工業団地）約 を流域関連処理区域の

柳瀬第３処理分区へ編入する変更認可を受ける

所沢処理区域約 ・計画処理人口 人

流域関連処理区域約 ・計画処理人口 人

合流式下水道緊急改善事業の工事に着手

流域関連処理区域を約 に拡大する変更認可を受ける、流域関

連計画処理人口 人

下水道普及率９０％を超える

市街化調整区域の第２期下水道整備を開始

下水道事業受益者負担に係る流域第６負担区を公告

下水道総合地震対策事業の工事に着手

所沢市コンポストセンターの休止

所沢処理区域約 を流域関連処理区域の柳瀬第 処理分区へ編入

し、約 とする変更認可を受ける。流域関連計画処理人口

人

所沢浄化センターの運転停止

下水道管理事務所の設置

所沢処理区域を流域関連処理区の柳瀬第 処理分区への編入に伴い所

沢浄化センターの廃止の認可を受ける
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計画処理人口 人

合流式下水道緊急改善事業が完了

地方公営企業法等の改正に伴い、新たな会計制度を適用

緊急輸送道路、防災拠点等の排水を受ける特殊マンホール６か所を耐
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西 暦 和 暦 月 事 項
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２０１７
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震化

市街化調整区域の第３期下水道整備を開始

埼玉西武ライオンズの球団キャラクター「レオ」と所沢市イメージマ

スコット「トコろん」のコラボマンホール蓋の設置を開始

下水道広報プラットホームの企画するマンホールカード事業第一弾

への参加

内水（浸水）ハザードマップを更新

機構改革により上下水道局となる

岩岡雨水１号幹線整備事業の工事に着手

下水道管理事務所が松郷から北秋津へ移転

下水道事業経営計画の策定

下水道使用料改定

全国初のマンホール蓋を広告媒体とした有料広告事業を開始

下水道広報プラットホームの企画するマンホールカード事業第八弾

への参加

第一回所沢市下水道の日ポスター作品コンクールの実施

内水（浸水）ハザードマップを更新

流域関連処理区域を に拡大する変更許可を受ける、流域関連

計画処理人口 人

イルミネーションマンホール蓋の試作品の設置

上下水道局広報紙「ところざわ水物語～そして未来へ～」創刊

内水（浸水）ハザードマップを地理情報システム（ＧＩＳ）化

内水（浸水）ハザードマップを更新

流域関連処理区域を に拡大する変更認可を受ける、流域関連

計画処理人口 人

市街化調整区域の第４期下水道整備を開始

全国初のイルミネーションマンホール蓋広告事業を開始

所沢市制施行７０周年記念『機動戦士ガンダム 』マンホー

ル蓋を２基設置



- 128 - 

西 暦 和 暦 月 事 項

２０１５

２０１６

２０１７

２０１８

２０１９

２０２０

平成２７年

平成２８年

平成２９年

平成３０年

平成３１年

令和元年

令和２年

４

９

４

１０

４

７

３

４

８

９

１

３

６

７

８

１２

３

４

９

１１

震化

市街化調整区域の第３期下水道整備を開始

埼玉西武ライオンズの球団キャラクター「レオ」と所沢市イメージマ

スコット「トコろん」のコラボマンホール蓋の設置を開始

下水道広報プラットホームの企画するマンホールカード事業第一弾

への参加

内水（浸水）ハザードマップを更新

機構改革により上下水道局となる

岩岡雨水１号幹線整備事業の工事に着手

下水道管理事務所が松郷から北秋津へ移転

下水道事業経営計画の策定

下水道使用料改定

全国初のマンホール蓋を広告媒体とした有料広告事業を開始

下水道広報プラットホームの企画するマンホールカード事業第八弾

への参加

第一回所沢市下水道の日ポスター作品コンクールの実施

内水（浸水）ハザードマップを更新

流域関連処理区域を に拡大する変更許可を受ける、流域関連

計画処理人口 人

イルミネーションマンホール蓋の試作品の設置

上下水道局広報紙「ところざわ水物語～そして未来へ～」創刊

内水（浸水）ハザードマップを地理情報システム（ＧＩＳ）化

内水（浸水）ハザードマップを更新

流域関連処理区域を に拡大する変更認可を受ける、流域関連

計画処理人口 人

市街化調整区域の第４期下水道整備を開始

全国初のイルミネーションマンホール蓋広告事業を開始

所沢市制施行７０周年記念『機動戦士ガンダム 』マンホー

ル蓋を２基設置



（３）マンホール蓋デザインの種類（現在使用中のもの）

昭和34年度から設置が開始された鉄筋コンク

リートの蓋。

蓋の中央が市章のほか、「所」という文字が使

用されているものもある。

昭和47年度から設置を開始した蓋。全国でこ

の鉄製のマンホール蓋が使用される。

平成10年度からは、通常使用しているマンホー

ル蓋のデザインも所沢市独自となる。

平成10年度から市内の一部の歩道に「飛行

機」「イチョウ」「ひばり」「茶畑」がデザインされ

たカラーマンホール蓋を使用。

平成26年度から中央の市章部分にトコろんを

デザインにした蓋を使用。トコろんがカラーのも

のと、カラーでないものの２種類がある。

平成26年度から上記⑤のマンホール蓋に加え、

トコろんをデザインした全面カラーの蓋を使用。

平成27年度から埼玉西武ライオンズのマスコッ

ト「レオ」「ライナ」と「トコろん」がコラボレーショ

ンしたマンホール蓋を使用。

①

令和元年度にソーラーパネルで発電した電気

で光るイルミネーションマンホール蓋を設置。

令和２年度に（株）KADOKAWAの作品を題材と

したイルミネーション蓋を２８箇所に設置。

⑤

② ⑥

③ ⑦

④ ⑧
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（４）デザインマンホール蓋等設置箇所

※トコろんカラー、レオコラボ、ライナコラボ、イルミネーションのみ掲載
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平成10年度から市内の一部の歩道に「飛行
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デザインにした蓋を使用。トコろんがカラーのも

のと、カラーでないものの２種類がある。

平成26年度から上記⑤のマンホール蓋に加え、

トコろんをデザインした全面カラーの蓋を使用。
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ト「レオ」「ライナ」と「トコろん」がコラボレーショ
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で光るイルミネーションマンホール蓋を設置。
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